
 

 

 

 

「地域に支えられ、地域とともに歩む学校」を基本とし、保護者・

地域の期待を尊重し、児童が将来、自分の人生を豊かなものにするた

めに、小学校教育で担う役割を明確化し、発達の段階に応じた、意図

的で計画的な教育活動を組織的に行う。 

  児童が、主体的に考え、判断し、協力し合いながら行動する教育

活動を、授業や学校行事において設定する。授業においては、問題解

決の学習を通して、自らの考えをもち、対話的な学びや少人数グループ

による課題解決を多く取り入れ、児童同士が互いの考えを認め合いながら、よりよい問題解決ができるようにする。また、地域の学校として、評価・改善を図りながら、地域と協働

した教育活動を展開し、地域とともに成長できる学校づくりをする。 

 児童に、自分自身の力で未来を拓いていく資質や能力を育むために、主体的に問題に向き合い、自ら考えたことを交流し、児童同士が互いを尊重しながら、よりよい解決を導き、

さらに新しい価値を見出す教育活動を推進する。 

【学校教育目標】 

未来を創る 時代を生きる あしたを拓く 十条の子 
～目指す児童像～ 

○自ら考え学び合う子 ◎心豊かで思いやりのある子 ○健康でたくましい子 

目指す学校像  「個性が尊重され、一人一人が輝く学校」 

目標達成のための取組目標   児童の豊かな心を育成するとともに、自尊感情・自己肯定感の醸成を図る 

１ 創造的に生きる子供の育成 

ア カリキュラム・マネジメントの推進 

・対話力を柱として、自他を尊重する児童の育

成を図る。 

・探求的・体験的・実践的・問題解決的な活動

を意図的に取り入れた教育活動の充実を図

る。 

イ 持続可能な社会づくりを担う力の育成 

・オリンピック・パラリンピック教育レガシー

としての位置付けた、持続可能な開発目標

の理解と推進を図る。 

・外国語活動・外国語科、総合的な学習の時間、

特別活動を通して国際理解教育を充実させ 

るとともに、英語スピーチを課題に位置付 

け、外国語を活用した表現力の育成を図る。 

ウ 多様性の尊重 

・差別のない共生社会の実現のための教育活

動を推進する。 

・特別支援教育の理解と推進、規範意識の醸成

に向けた生活指導の徹底、家庭・地域への啓 

発を図る。 

エ ＩＣＴ教育の推進 

・言語能力、情報活用能力を育むため、ＩＣＴ 

機器の効果的な活用を推進する。 

・論理的思考力や科学的思考力を向上させる 

 ため、プログラミング教育の充実を図る。 

２ 確かな学力の定着 

ア 分かる授業の展開 

・児童の実態に即した分かる授業の展開を通 

して、学力の定着を図る。 

・問題解決の学習過程を基本とし、主体的・対

話的で深い学びによる授業改善を図る。 

イ 確実な習得の徹底 

・知識・技能の確実な習得を図るために、放課

後や休み時間、家庭学習を活用した反復学

習の指導を徹底する。 

ウ 学力調査の活用 

・区学力調査前に調査事前学習を実施し、調査 

前と調査後の児童一人一人の変容を捉える 

とともに、児童の学ぶ意欲の向上を図る。 

３ 豊かな心の育成 

ア 道徳教育の充実 

・人との関わり方や適切な態度、規範意識の 

醸成、社会生活上のルールを遵守する態度 

などを育成するため、人権尊重の精神を 

基盤として、道徳科を要とした道徳教育の 

充実を図る。 

イ 多種トレーニング要素の活用 

・教育相談主任、生活指導主任を中心とした

教育相談体制を充実させる。 

・構成的グループエンカウンターを取り入

れ、よりよい人間関係を基盤とした学級作

りを推進する。 

ウ 異学年集団活動の充実 

・自他を認める思いやりの心情、自己肯定 

感、自己・他己対話力、自己調整力の向 

上、社会性や豊かな人間性の基礎を育成す 

るため、異学年集団による交流活動の充実 

を図る。 

４ 健やかな体の育成 

ア 体力の向上 

・長縄チャレンジ、縄跳びチャレンジ、持久走 

チャレンジ、鉄棒チャレンジを計画的に実 

施し、運動技能の向上を図る。 

・コオーディネーションタイム、わくわくタイ 

ムの継続的・計画的な実施により、児童の基 

礎体力の向上を図る。 

イ 体育授業の充実 

・発達段階に応じた系統的な指導計画を立て、 

指導の充実を図る。 

・体力調査結果の分析に基づき、授業の一部に 

重点種目の強化に向けた取組を取り入れ、 

体育の授業を通した体力向上を推進する。 

ウ 基本的生活習慣の確立 

・食に対する指導、基本的生活習慣の確立に関 

する指導を実践する。 

・各種学校からの便りを充実させ、家庭への 

啓発による指導の連携を推進する。 

５ 魅力ある教育環境づくり 

ア 教育に携わる職員（教職員）としての資

質・能力の向上と強化 

・教職員としての自覚をもち、児童一人一人を 

大切にしながら関わることを通して、温か 

な雰囲気の学校づくりを推進する。 

・自己決定、自己肯定感、共感的な人間関係の 

構築を重視した生活指導の充実を図る。 

・いじめ、不登校など諸課題に対して、組織的 

な対応を行い、児童への支援を重視した早 

期対応を図る。 

・安心して職務に専念できる学校風土を醸成 

し、質の高い教育活動の実現を図る。 

イ 安全・安心の確保 

・毎月の安全指導、避難訓練、及び日々の安全 

点検を徹底し、万が一の事故や災害時にお 

いて、児童の生命安全を第一に考えた、迅速 

かつ適切な対応ができる体制を構築する。 

・児童の自他の生命と安全を守る意識の向上 

と、実践的態度を醸成するため、関係諸機関 

と連携した実践的・体験的な防災訓練等の 

充実を図る。 

ウ 教室・廊下掲示等の充実 

・普通教室及び普通教室前廊下の掲示物につ 

いて、意図的・計画的な内容のものとし、教 

室環境の整備を推進する。 

６ 学校・家庭・地域の一体的教育 

ア 基本的生活習慣の確立 

・正しく元気な挨拶の励行、規則正しい生活と 

食習慣について繰り返し指導し、基本的生 

活習慣の確立を推進する。 

イ 情報発信の推進 

・教育活動を広く公開するとともに、学校ホー 

ムページや各種学校からの便り等の充実を 

図り、学校の教育活動を情報発信する。 

ウ 保護者・地域との連携推進 

・保護者会やＰＴＡ活動を活用し、保護者と地 

域、学校とが協働して児童を育成する体制 

を整える。 

・地域人材によるゲストティーチャーや地域 

施設、産業などの教育資源を活用した授業 

を実施する。 

・自己評価、学校関係者評価などの評価に基づ 

いた改善を繰り返し、教育内容の質的向上 

を推進する。 


